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たくさんの感動をありがとう。
一人一人の声･音が共鳴した
学習発表会でした。

１１月７日（土）は，学習発表会でした。今年度は，例年と異なり全学年児童が，
マウスシールドを身に付け，体育館で音楽を中心とした発表を行いました。
それぞれの学年が，よりよい演奏をめざし繰り返し練習を積み重ねた成果を十分

に発揮し，会場におられる方々の心に残る発表会となりました。
どの学年も，子どもたちの表情から当日までのがんばりが伝わってきました。授

業はもちろん，休み時間にも練習の様子が職員室まで伝わってきていました。

一人一人の子どもたちが，それぞれの得意なことに力を発揮したり，苦手なこと
や新しいことに挑戦したりして準備を進めてきました。一つ一つの課題を乗り越え
て，どの活動にも精一杯取り組んできたからこそのすばらしさが見られた発表でし
た。また，クラスや学年の仲間と心をひとつにして，息がぴったり合った演奏から

６年生

【Believe ～自分，仲間，そして未来～】

１年生

【ドレミでなかよし】

２年生

【広げよう えがお とどけよう ハーモニー】

３年生

【ONE HEART～つなげよう みんなの心～】

４年生

【スクラム～心を一つに，仲間と未来へ～】

５年生

【守ろう 美しい 地球】



は緊張感と連帯感も伝わってきました。
自分の声や音を発するだけでなく，一緒に聞こえてくる周りの声や音を意識する

ことで歌や合奏が完成されてきます。

子どもたちは，普段から大切にしている「最後まであきらめないで続ける」こと
を実践に活かしていました。子どもたちの様子を見ていると，行事を終えるたびに
一回り大きくなった『新しい自分』に出会えていると感じます。そのことが自信に
なり，次にがんばろうとする姿につながっています。
子どもたちは，発表会の準備期間中も，朝の学習から普段の授業，係や委員会の

仕事，掃除など普段の生活もきちんとこなしていました。もちろん，行事を終えた
次の月曜日もいつもの一日がスタートしていました。「当たり前のことが当たり前
にできる」伊島の伝統を垣間見ることができました。

【11/17 校内陸上記録会】

例年県営グラウンド補助競技場において伊島小，津島小，
ノートルダム清心女子大学附属小の三校で行われる北区の
陸上記録会と岡山市陸上記録会の中止を受けて，今年度は，
伊島小学校の６年生のみで校内陸上記録会を実施しまし
た。コロナ感染症予防対策のため，早朝練習や放課後練習
もできない中，体育科の授業の中でそれぞれ練習を重ねて

きました。６年担任と専科･フリーの先生達で運営･計測を行いました。誰かと競争
というよりも自分自身の記録更新をめざして各自がんばりました。

【学校医 辻先生ありがとうございます】

学校医（眼科）の辻優先生が，伊島小勤続２５年という
ことで，岡山県教育委員会より表彰されました。一年の間
では，児童の健康診断や学校保健委員会での助言，日頃の
健康相談等にご尽力いただいています。心より感謝いたし
ます。

【表彰されました】

『社会を明るくする運動』作文コンテストに対する取組
に対して，岡山市保護司会連絡協議会より奨励賞をいただ
きました。表彰式には，校長が参加しました。

また，『税に関する絵はがきコンクール』の取組に対して
優秀学校賞をいただきました。毎年表彰式にはたくさんの児
童と校長も参加しておりますが，今年度は中止となり，賞状
のみをいただきました。

【岡山県青少年健全育成功労者知事表彰】

学校だより第２号でも紹介しました『岡山西署少年警察協助員連絡会京山中学校
区班』が，岡山県より青少年健全育成で功労があったということで表彰されました。
月に一度来校され，校内を巡回されています。心より感謝しお祝いいたします。


